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MRI（Magnetic Resonance Imaging），PET（Positron Emission Tomography）などの画
像診断や臨床医の主観的診断に依存している．そのため，新たな診断方法やマーカーの開発
が望まれている．そこで癌の進行，再発に関与している aPKC-Par システムに着目した． 




までの報告では乳癌（Kojima et al., 2008），胃癌（Takagawa et al., 2010），前立腺癌







































因子になることが示唆された．他の癌腫では interleukin-6 (IL-6)や E-cadherin，EGFRな
ど，他のがん関連遺伝子と aPKCλ/ι の相関も報告されていることから，今後は他の発がん
関連遺伝子と aPKCλ/ι の相関を検討する必要がある．また，口腔扁平上皮癌の増殖・転移
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